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■鰯 昌

日

韓
閣
僚
会
議
強
行
さ
る

従
属
的
円
経
済
圏
の
要
に

昨
年
十
二
局
二
十
六
日
出
中
目
民
冤
政
肘
は
、
在
目
朝
餐

、
日
本
労
僧
甕

の
波
し
い
弾
劾
行
前
の
中
で
、
第
七
回
日
繊
定
期
閣
僚
会
幽

を
強
行
開
催
し
た
。
昨
夏
の
『
金
大
中
婿
件
」
の
故
r
的
収
拾
を
」
行
し
て
き
κ
以
府
ブ
ル
ジ
ョ
ジ
ー
は
南
刺
鍵

的
者
ム
民
の
十
月
ソ
ウ
ル
大
学

で
の
決
桐
を
炎
破
口
と
す
る
醒
朴
独

・
反
日
帝
副
争
の
爆
発
を
フ
ァ
ソ
シ
ョ
的
弾
比
の
}
脚
の
独
化
を
も
っ
て
擦
圧
せ
ん
と
し
て
い
る
朴
箪
麟
ボ

ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
政
撹
と
の
反
革
命
的
協
調
の
賢

化
を
も
っ
て
日
韓
晦
奉

但
憾
澱
の
延
命
を
は
か
ん
と
す
る
も
の
で
め
る
。
蘭
朗
鞭

そ
し
て

タ
く

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
「日
本
棺
国
主
義
の
経
済
轟

反
対
』
と
い
つ
反
日
図
箏
の
激
化
の
離
に
、
各
国
X
蝿
侃溶
蝦
と
の
「
断

砺
」
の
確
藻
を
も
っ
て
の
日
帝
の
他
属
的
円
ブ
ロ
ッ
ク
団
の
形
成
を
目
髪

田
申
瘡

の
対
外
域
策
嫉

日
韓
犠

会
噸

出
中
の
鼠
甫
ア
ジ
ァ

麗
助
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
.
南
朝
鰻

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ
め
と
ず
る
唇
口
幣
図
争
は
、
対
日
耗
瞭
隷
樋
化
反
紺
を
鋭
く
美
き
出
ず

と
と
も
に
、
フ
ァ
ッ
シ
冒
的
軍
政
に
対
す
る
反
敏
府
鮒
争
の
芽
を
は
ら
み
激
烈
な
辰
開
を
み
せ
て
い
6
。
ア
ジ
ア
窒

の
反
貝
用
圖
争
と
の
国

優
酌
達
帯
を
か
ち
ど
る
、
日
本
労
働
踊蓋

の
闘
い
が
鋭
く
間
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

†
二
月
二
十
山合

、
第
七
同
百
鰍
定

期
閣
僚
会
議
は
、
日
本
、
南
萌
鮮
労
働

者
人
民
の
怒
号
の
中
で
、
外
務
省
に
お

い
て
強
行
さ
れ
、
十
四
項
目
の
共
同
粛

闘
を
採
択
し
て
閉
会
し
た
。

共
同
画
明
は
、
ま
ず
斡
国
側
が
「今

年
六
月
の
朴
大
統
領
窟
審
は
南
北
対
肪

を
促
進
し
、
平
和
を
朝
鮮
半
島
に
定
槽

さ
せ
Q
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
す

ぺ
て
の
国
に
門
月
を
廃
放
し
て
い
る
」

こ
と
を
強
調
、
日
本
側
は
輯
国
政
府
の

方
針
ぞ
似
迎
す
る
こ
ζ
を
騙萌
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
両
国
関
孫
に
閃
し
て
は
、

「
日
韓
画
国
が
友
好
講
隣
凶
係
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、

主
榴
尊
想
、
内
政
不
干
渉
、
互
恵
平
等

の
諸
原
則
に
基
づ
さ
、
広
く
国
民
的
麸

盤
に
M
脚
し
た
公
正
な
閾
係
に
す
0
」

こ
と
で
意
見
の
一
該
し
た
こ
と
を
迩
べ

て
い
O。

ま
た
、
経
瘡
問
題
で
は
、
鰍
国
側
が

「
セ
マ
ゥ
ル
(漸
嵐
村
)
運
渤
、
璽
化

字
工
菓
訂
圃
な
ど
に
よ
り
崖
漁
村
独
預

の
開
装

輸
出
の
仏
六

璽
化
学
工
繁

の
建
設
に
蕊
点
を
櫨
い
κ
避
誘
政
策
を

掘
進
し
て
い
Φ
」
ど
魂
財
し
κ
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
現
仕
推
進
し
て
い
る
第

三
次
五
力
隼
訂
画
に
対
す
る
日
本
の
経

瘡
協
刀
を
改
め
て
畳
融
、
日
本
側
も

「
瀬
切
な
も
の
に
つ
さ
瞳
刀
す
る
」
冒

表
関
し
た
と
ゆ
べ
て
い
る
。

艮
体
的
な
通
庚
膨
刀
秦
件
に
つ
い
て
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■

は
、
す
で
に
鋤
勧
ベ
ー
ス
で
最
終
合
意

が
域
立
、
日
本
側
は
耕
説
日
僧
款
と
し

て
創
回
の
閣
蟹
会
韻
で
幻
束
し
た
獺
を

四
分
の
一
ゴ
く
軸
少
し
た
圏
千
五
臼
四

†
万
ザ
を
弘
与
r9
.Q
`
ζ
に
な
っ
て
い

る
.
ま
π
、
今
後
の
縫
済
協
刀
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
「
第
三
区
ヵ
ヵ
年
訂
画

の
終
了
ダ
勾
睡
期
に
は
、
日
雑
癒
済
協

刀
が
被
府
ペ
ー
ス
の
砺
刀
か
り
鋤
間
ベ

ー
ス
の
協
刀
を
土
妬
と
」
る
段
階
に
移

Q
で
あ
ろ
つ
こ
と
で
恵
見
が
一
誠
し
に

た
」
ど
述
べ
て
い
る
。

会
議
の
後
で
晶
者
会
見
し
た
大
平
、

金
両
外
相
は
「金
大
中
磯
件
に
よ
っ
て

噛
裂
の
生
じ
た
日
韓
醐
係
を
た
て
直
す

上
で
今
回
の
会
繭
が
有
益
だ
っ
だ
」
こ

ζ
を
強
調
し
だ
。

今
回
の
会
議
は
、
開
会
式
で
大
平
外

柑
が
「
金
大
中
都
件
の
%
あ
と
を
い
や

す
こ
と
が
剛
側
の
貰
務
で
あ
6
」
と
強

圃
し
κ
よ
う
に
、
金
大
中
嶺
件
を
敷
治

的
に
収
拾
し
て
「
一
衣
帯
水
の
闘
係
」

(共
同
声
明
)
に
あ
る
日
韓
両
支
配
階

級
の
反
革
命
的
協
翻
の
畿
密
化
と
、
経

盈
レ
ベ
ル
で
は
朴
放
樫
の
勢
一茨
玉
ヵ

隼
訂
固
へ
の
果
体
的
援
助
の
回
矩
に
血

点
を
酋
い
て
い
た
。
こ
の
論
三
次
五
力

年
訂
画
は
、
農
利
に
お
け
る
上
か
ら
の

フ
ァ
ノ
ノ
コ
印
統
治
の
打
ち
固
め
で
あ

る
セ
マ
ウ
ル
連
勤
と
、
韓
国
T
棄
の
趣

化
学
工
翼
化
促
進
の
畏
で
あ
・0
油
攻
製

鰍
所
の
先
脳
を
軸
に
し
κ
も
の
で
あ
る

が
、
日
本
域
肘
は
、
栂
国
の
蟹
化
学
工

業
化
鑑

に
は
蟄
府
資
金
の
払
助
を
つ

け
ず
、
民
閻
ベ
ー
ス
の
直
硬
投
資
に
よ

っ
て
協
刀
す
り
こ
ご
を
赴
へ
だ
。

こ
の
よ
う
に
「民
聞
ベ
ー
ス
へ
の
移

行
」
を
唱
い
あ
け
る
こ
ζ
に
よ
つ
て
、

日
本
資
本
の
韓
国
へ
の
直
接
投
資
が
今

後
さ
り
に
促
進
さ
れ
、
日
帝
の
従
属
的

円
プ
ロ
ソ
ク
圏
の
畏
ζ
し
て
の
韓
国
の

朴
政
榴
の
「
安
定
化
」
の
κ
め
の
箪
穫

的
絶
済
的
援
助
を
続
け
る
こ
と
を
こ
の

会
謡
で
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
農

業
危
紬
、
失
業
、
イ
ン
フ
レ
の
矛
眉
は

労
働
者
人
民
を
し
て
、
反
日
帝
・
対
日

縫
済
隷
鱈
化
反
対
、
軍
事
ボ
ナ
パ
ル
テ

ィ
ズ
ム
飲
榴
打
倒
の
嵐
の
よ
う
な
決
起

に
駆
り
立
て
て
い
る
。

こ
の
日
緯
閣
僚
会
議
粉
砕
闘
争
は
、

全
国
各
地
で
闘
い
抜
か
れ
丸
か
、
と
り

わ
け
、
在
日
韓
国
孕
生
偲
盟
、
在
日
疎

国
青
年
同
盟
の
約
石
十
人
は
、
外
務
省

前
で
朴
の
人
形
を
燃
や
し
、
官
憲
の
規

制
を
突
破
し
て
外
務
省
玄
関
に
向
け
殺

到
、
官
憲
と
の
激
闘
を
展
開
、
数
名
が

不
当
逮
捕
さ
れ
な
が
ら
も
断
固
と
し
花

抗
謡
行
動
を
闘
い
抜
い
κ
。
」

緊
急
措
置
を
発
動
す

朴
政
権
改
憲
運
動
を
全
面
禁
止

韓
国
の
朴
犬
続
領
は
、
八
日
、
憲
払

の
大
統
倒
緊
急
措
置
榴
(篇
h
三
粂
)

を
発
動
、
昂
鴛
し
て
い
る
趣
私
改
定
運

勧
を
一
切
禁
廿
す
.0と
い
う
7
ア
ソ
ン

ヨ
的
暴
挙
に
出
牲

「
緊
愈
殖
置
「
は

違
反
者
は
一
般
の
戯
判
で
は
な
く
非
醤

軍
法
会
臨
で
批
か
れ
、
峡
顧
論
瀟
に
関

玄
Q
報
道
も
皇
国
暴
士
す
9と
い
つ
繭

殿
令
に
近
い
も
の
で
あ
.¢
。

こ
の
「緊
急
措
盤

は
、
一
、
二
号

に
分
か
れ
、
一
琴
で
は
①
堀
轡
仏
を
沿

定
、
反
対
、
わ
い
曲
、
ひ
ば
つ
冨
り
行

為
②
現
題
凌
の
戚
止
.
廃
止
宅
三
蝕
、

売
趨

提
築
、
認
甑
す
り
箋

④
輪
菖

飛
出哩
弛
ね
つ
璽

流
伽
す
る
行
為
④
削

記
行
為
を
勧
磯

寛
伝
、
扇
如
し
た
り

放
送
、
報
道
、
出
版
く
の
悩
で
他
人
に

知
り
せ
⑧
竹
為
ー
の
四
つ
七
一
切
禁
止

し
て
い
.り
、
同
拓
雌
に
趣
旗
す
る
、
僧

と
、
こ
の
榎

な
ひ
は
2
9
0
沓
は
令

状
な
し
に
逮
麹
、
拘
束
こ
れ
、
非
扁
単

法
会
誠
で
十
五
年
以
p
の
懲
役
に
処
す

る
こ
と
を
純
定
し
た
。

塘
二
ち
で
は
、
弁
塙
本
払
会
調
の
砺

救
援
連
絡
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

十
二
月
十
四
日
位
、
伸
.小川
救
鎚
セ
ン
タ
ー
か
聾
殿
さ
れ
、
r
中
暖

年
内
殊
釈
に
尽
力
し
て
い
κ
女
性
活
劇
宏
H
さ
ん
か
暴
漢
四
名
の
D
ハ
イ
プ

卿、打
に
よ
っ
て
傷
奪
つ
け
持
ち
物
を
強
奪
さ
れ
た
.
救
援
連
総
セ
ン
タ
ー
わ

よ
び
邸岨救
後
組
織
は
、
た
だ
ち
に
こ
れ
を
、
反
粛
圧
救
後
戦
猷
に
μ
ーら
れ

κ
醜
燃
な
襲
幽
と
し
て
糾
弾
し
に
。

「
昭
和
四
十
九
年
[
月
一
ゼ
」
付
の
事
+
ハ同
革
マ
ル
派
機
関
紙
「触
放
」

二
九
五
号
は
、
「
前
日
の

救
援
セ
ン
タ
ー

(こ
こ
は
出
蟄
拠
点
と
し
.」

使
用
さ
れ
て
い
Q
)
へ
の
一
撃
、

な
ど
を
始
め
と
す
Q
わ
か
訂
初
臨
の

出
没
」
と
報
し
に
。
「
輿
口
」
ど
は
十
二
月
十
四
日
で
あ
る
.

革
共
回
晶
マ
ル
派
は
、
そ
の
行
劇
威
が
神
奈
川
救
撲
セ
ン
ヌ
ー
に
侵
入

し
、
女
性
一
人
を
柑
手
に
臼
無
を
,口わ
せ
ず
暴
行
を
加
え
、
持
う
物
を
聯
奪

し
κ
こ
と
を
機
関
紙
に
公
説
し
κ
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
い
や
し
く

も
、
「
革
命
」
を
名
莱
.Φ
覚
瀞
が
、
思
想
悟
条
を
こ
え
た
反
弾
圧
救
援
の
闘

い
を
推
逸
し
て
き
た
救
援
組
織
に
こ
の
よ
う
な
髄
暴
を
加
え
、
し
か
も
「
戦

果
」
と
し
て
機
関
紙
上
に
兜
表
す
る
と
い
っ
κ
篶

を
あ
え
て
行
な
う
こ
と

を
到
底
埋
解
す
Φ
こ
と
は
で
き
な
い
●

神
奈
川
救
援
セ
ン
タ
ー
は
六
九
年
秋
の
発
足
以
果

噌
.
κ
だ
一
人
の
人
属
に
加
え
ら
れ
た
弛
圧
も
全
人
民
に
加
え
り
れ
κ
弾

比
と
み
な
す
。

一、
樒
力
の
弾
圧
に
よ
る
犠
牲
.伺
の
鳳
愚
的
信
条
・
底
沿
町
見
解
の
い
か

ん
を
問
わ
ず
こ
れ
を
救
援
す
る
。

と
い
う
、
わ
が
救
援
連
絡
セ
ン
タ
ー
の
腺
則
と
回
じ
倣
則
を
か
か
げ
、
差

入
れ
、
刑
務
所
の
待
邊
改
曹
闘
争
、
刑
法
改
悪
粉
砕
闘
争
な
ど
、
全
救
援
載

線
の
先
頭
に
立
っ
て
粘
勧
を
続
け
て
き
だ
.
直
接
に
襲
撃
の
対
験
と
な
っ
κ

H
さ
ん
は
、
こ
の
日
の
活
勘
も
τ
つ
で
あ
っ
κ
よ
う
に
、
爆
取
・
刑
特
法
・

超
長
塑
瑠

の
巣
中
的
弾
圧
下
の
颪
浜
女
保
四
被
告
の
誰

争
、
連
赤
被

告
永
田
漢
子
さ
ん
の
医
療
要
求
、
執
行
停
止
妥
氷
の
闘
い
の
申
心
的
活
麺
象

で
あ
り
、
十
四
日
当
日
は
、
保
訳
請
求
の
起
め
俄
浜
地
方
裁
判
所
と
の
交
か

の
あ
と
、
+
五
日
の
超
長
溺
拘
留
勧
砕
の
集
会
用
の
ヲ
ラ
カ
ー
ド
作
製
の
尾

め
.
神
奈
川
救
震
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
た
の
で
あ
り.

革
マ
ル
派
が
ど
の
よ
2
嬉
口
実
を
殴
け
よ
つ
と
、
神
虞
川
救
援
セ
ン
タ
ー

の
全
活
動
と
、
H
さ
ん
の
行
勘
の
全
体
が
こ
の
農
誰
の
反
人
琵
性
・
醜
想
ご

を
照
し
出
し
て
い
る
.

わ
れ
わ
れ
は
、
神
崇
川
救
綾
セ
ン
タ
ー
へ
の
穏
墾
を
、
全
人
島
田
な
反
闘

圧
藝

進
動
F
日
常
的
盤
旧
法
弾
匡
・
刑
法
改
豊
保
安
処
分
と
の
闘
争
の
只

申
に
あ
る
ー
の
全
体
に
加
え
ら
れ
た
双
撃
で
あ
0
と
考
え
る
.
そ
れ
は
、
事

実
に
お
い
て
、
人
民
に
駕
す
⇔
公
然
た
O
鼠
対
恐
め
り
、
穐
力
の
人
昆
弾
圧

の
尖
兵
と
し
て
の
璽
撃
で
あ
る
。

救
鍛
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
っ
な
製
盤
を
断
固
と
し
て
繍
単
す
0と
と
も

に
い
っ
さ
い
の
闘
う
大
衆
諸
団
体
に
こ
の
恭
.
、な
つ
た
筏

と
も
に
糾
朔
さ

れ
ん
ζ
と
を
つ
っ
た
凡
0も
の
で
あ
る
.

以

上

一
九
七
四
年
一
月
一
日

威
、
手
枇
・凄
ぜ
短
め
て
わ
り
、
こ
⊂
で

は
中
火
情
報
部
(
K
C
I
A
)
に
大
き

な
籾
限
を
与
え
て
い
Q
。

非
常
が
悪
冠

ロ下
の
昨
年
十
目
二
日

日
、
ソ
ウ
ル
左
生
の
決
餐
ぜ
も
っ
ζ
開

始
さ
れ
に
用
朝
鮎
労
働
者
人
民
、
学
生

の
反
日
胎
、
朴
取
梅
打
倒
の
決
死
的
困

い
は
、
対
日
締
湧
隷
属
化
反
恕
を
描
け
、

K
C
五
ら
乞
嬬
め
と
す
9
フ
ァ
ソ
シ
ョ

的
弾
比
を
は
28
返
し
て
前
進
、
払
大

し
、
そ
の
働
い
は
、
学
生
、
筒
校
生
か

ら
パ
数
者
、
コ
鼠
㎜
人
に
も
改
及
、
フ
ァ

ソ
ノ
ヨ
印
軌
冶
の
打
椴
と
取
沁
前
自
由

の
盗
得
を
目
躬
す
.㎞法
政
止
癌
動
を
軸

に
巳
λ
な
人
衆
運
画
の
つ
ね
り
を
現
出

し
つ
つ
あ
っ
た
.
昨
年
十
二
月
二
十
四

日
、
冒二十
人
の
石
名
知
繭
人
の
琉
瞬
で

幽
よ
,
た
賦
馬
酬願
の
日
力
人
謬
名
趣

動
は
、

一ポ
ハ
日
に
霊
目
嶺
、
二
十
九

日
に
は
朴
大
蜘
領
か
「
即
刻
中
止
」
を

厳
㎎
鮫
』
し
ん
に
も
か
か
わ
り
曽り
瓜
が

り
椀
け
、
二
週
同
e
届
石
は
四
十
万
八

迩
く
に
上
っ
だ
と
、μわ
れ
、
こ
れ
を
静

観
し
て
い
に
野
冤
第
一
党
の
新
民
党

殺

八
日
に
改
搬
運
画
を
宴
に
挙
げ
て

推
進
す
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し

だ
。
緊
急
箔
麗
は
、
で
の
直
後
に
出
さ

れ
に
。
三
月
の
大
学
新
学
網
の
麗
始
を
錐
え

て
鯉
」
再
危
機
`
の
っ
わ
岬Gさ
れ
て
い

た
朴
敢
梱
は
戒
厳
令
に
も
等
し
い
強
撫

の
発
訪
に
よ
つ
て
以
治
幻
危
機
を
紫
り

切
ら
ん
と
し
て
い
O
か
、
日
帝
ブ
ル
ジ

ョ
ァ
ジ
ー
に
ょ
る
穏
済
的
隷
厩
化
の
下

で
の
矛
眉
の
榮
積
に
よ
る
生
活
破
壌
か

ら
決
死
の
覚
悟
で
立
ち
上
り
、
政
治
的

自
出
と
撰
利
の
確
立
を
目
指
し
て
立
ち

上
つ
た
南
朝
鮮
労
働
者
人
届
、
学
生
の

闘
い
は
、
ヰ
亭
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
政

柵
を
根
隔
か
り
播
が
し
、
衷
南
ア
ジ
ア

娼国
の
労
働
者
入
氏
の
闘
い
と
船
呼
沁

し
て
、
日
棺
の
ヒ
ト
に
琶
⊃
て
い
.Q。

哩
…
帽

同学会代議員選進む
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戦闘的自治会の再確立を

 

"三

三
㍉

・

惚
年
度
後
期
同
学
会
執
行
,騨
甑
亨
べ

む
け
κ
代
議
員
選
挙
は
、
咋
年
十
二
月

十
五
日
の
創
期
代
義
員
会
に
よ
り
選
出

さ
れ
κ
童
箏
管
遅
盗
員
会
の
も
と
で
、

全
学
区
(定
風
三
十
八
呂
)
、
各
学
酪

自
治
会
に
わ
い
て
疋
め
り
れ
て
い
る
、

今
キ
区
代
海
員
選
あ
'は
、
冬
期
休
暇

明
け
の
一
月
八
日
に
凸
小さ
れ
瓦
か
、

全
学
闘
争
食
連
合
(全
闘
運
)
鑑
選
候

へ

袖
三
を
八
各
以
外
に
は
M
候
倫
者
か
な

く
、
十
一日
か
ら
一
週
闘
に
わ
た
り
佑

認
投
サ
小か
行
な
わ
れ
て
い
る
。

一
昨
年
+
二
月
の
掃
建
以
降
、
同
学

会
は
「帝
国
主
蝿
の
侵
略
・
側
圧
,
反

劇
と
闘
フ
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

に
、
竹
本
処
分
-
筑
夜
法
粉
砕
曲
争
・

臨
臓
閲
由
・
滋
物
タ
レ
漉
し
糾
弾
か

り
、
駅
大
嚢

解
政
闘
争
、
釜
ケ
崎
飾

放
闘
争
X
援
な
ど
巣
体
鷲
配
も
つ
κ
闘

い
を
推
進
し
て
こ
に
。

今
期
の
選
争
に
あ
た
っ
て
も
、
全
闘

建
惟
選
候
補
は
、
一
年
間
に
わ
た
.り
同

学
会
の
運
嚇
の
よ
り
一
層
の
深
化
、
拡

大
ぜ
促
起
し
、
「
新
大
管
広
国
会
上
程

岨
止
し
鼠
人
筑
彼
化
阻
止
/

竹
本
処

分
粉
砕
ー
口村
処
分
粉
砕
ー
全
学
臨
職

体
制
解
体
/

以
大
施
設
解
放
闘
争
勝

利
ー
毒
物
タ
レ
碗
し
糾
弾
ー

戦
闘
的

教
養
部
自
治
会
樽
建
ー
』
を
主
要
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
彪
朝
鮮
ー
タ
イ
。

イ
ン
ト
木
シ
ア
宅
先
頭
と
し
κ
ア
ジ
ア

人
民
の
軌
日
反
日
帝
闘
争
に
15
え
、
部

落
犬
衆
、
被
抑
圧
人
民
と
連
帯
し
て
闘

い
抜
く
こ
と
乞
詠
え
て
い
る
。
一
夜

民
甘
系
学
生
は
同
学
冷
時
建
に
対
し
、

「デ
ソ
チ
上
げ
一
と
Ψ
て
中
鋤
を
加

え
、
72
年
11
月
調
日
の
争
学
学
生
人
公

で
人
衆
的
に
胞
免
さ
れ
た
「η
年
訂
期

中
執
」
を
醒
称
し
て
い
κ
か
、
一
切
の

堀誕
雀
姐
久
な
う
申
で
、
同
学
会
に
灯

す
Φ
謬

ぜ
出
せ
ず
大
衆
の
前
に
破
産

を
露
畢
し
て
い
る
。
侶
嚢

決
は
十
八

日
ま
で
行
な
わ
れ
十
九
日
に
は
開
誤
さ

れ
る
予
足
ご
あ
㊧。
全
学
匿
選
挙
の
終

∫
後
、
各
学
論
目
沿
会
か
り
の
代
諭
口

選
出
を
も
⊃
て
、
一
目
下
旬
に
は
糖
一

回
代
議
員
会
が
招
渠
さ
れ
、
後
甥
執
行

体
制
が
確
立
こ
れ
9
予
疋
で
あ
Φ

新古 ・カメラ雀庫 。豊冒

カメラ買取 ・交拠 。金融 ・歓迎

キ ネ ヤ カ メ ラ 店

TEL(氾1)4153都三条大橘西詰

12。21

「仮
処
分

の
差
別
性
暴
露

}

公
判
闘
争
最
終
局
面
へ

食

へ

十
二
月
二
十
一
日
、
余
良
地
或
に
対

し
て
「橋
の
な
い
川
」上
映
阻
止
闘
争
弾

自
虚
別
裁
訓
糾
弾
闘
争
か
闘
わ
れ
κ
。

公
判
闘
争
も
厳
終
的
な
以
階
に
入
り

あ
と
四
回
柱
で
四
月
ご
つ
に
「判
決

」
が
下
さ
れ
ん
と
し
ζ
い
る
。
こ
の
重

安
な
恩
塾
僅
も
つ
こ
の
日
の
公
剃
臨
債

に
は
、
部
落
解
玖
回
盟
奈
良
県
連
各
支

部
、
京
都
雁
連
代
誕

祉
胃
同
奈
良
地

本
、
奈
良
県
下
の
各
大
学
都
浩
解
旗
研

等
か
り
、
部
落
大
衆
、
労
働
者
、
学

年

高
校
饗
約
二
白
人
が
結
果
し
て
一

時
半
か
ら
の
地
威
前
集
会
ζ
公
判

に

お
け
O腿
草
を
貫
徹
し
た
。

集
会
で
は
、
奈
艮
渠
連
驚

青
年
部

長
か
り
「
栴
の
な
い
川
」
公
判
囲
争
と

狭
山
差
別
鞠

糾
弾
闘
争
と
の
結
含
の

愈
轟
が
強
測
さ
れ
、
さ
ら
に
臆
級
差
別

と
馨
分
鴇前
の
帽
逐
を
鱈
え
た
上
で
部

唐
解
敏
邸
吻
と
階
級
図
争
の
結
命
歪
か

ち
`
り
ね
ぽ
な
り
な
い
と
い
つ
㌫
百
の

類

口郭
な
さ
れ
た
。

さ
り
に
、
こ
の
日
の
公
刊
己
正
人
と

し
て
出
死
す
る
釜
谷
君
の
決
'
表
明
、

爾
汝
召
の
あ
い
さ
つ
を
衝
け
、
傍
聴
団

か
入
鮎
し
、
地
裁
副
の
策
会
が
琉
行
さ

れ
に
。
御
肛
市
協
、
天
理
、
奈
良
、

西
穴
闇
様
升
各
X
帥
の
離
年
都
か
り
、

地
脇
で
の
措
醐
の
寧
口と
磯
ぴ
表
防
か

な
さ
れ
だ
。

こ
の
中
で
、
西
穴
囲
支
鵡
か
り
は
、

日
共
が
モ
の
差
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

環
と
し
て
高
田
高
枚
で
部
落
解
臥
運
勘

を
担
わ
ん
と
し
て
い
る
商
杖
生
、
教
師

に
対
し
て
産
別
蝉
圧
薔

ぜ
な
し
て
い

Q
の
に
泄
し
て
、
断
閲
と
し
て
闘
お
っ

と
い
う
拠
磁
が
准
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
日
結
災
し
だ
禅
魂
郁

放
同
盟

(準
備
会
)
か
ら
は
、
「
構
の

な
い
川
」
公
判
膿
舶
¢
通
じ
て
っ
ち
か

わ
れ
て
き
κ
話
蒔
騨
放
と
卸
縄
解
放
を

臓
う
団
結
ζ
茸
け
、
そ
し
て
中
落
解
放

同
盟
の
4
十
年
の
圃
い
の
匠
史
に
学
び

、
5
・
15
以
降
に
浦
楯
に
刈
し
て
差
別

・
分
断
。
海
丁
の
強
爬

農
廿
か
ら
の

た
π
6
瓦
し
.
乞
隆

の
仮
壊
の
攻

一奈

黙
が
な
さ
れ
「本
上
」
へ
下
層
労
働
者

と
し
て
就
職
を
余
蹟
な
く
さ
れ
、
大
販

の
一
叛
心
中
に
み
ら
れ
る
よ
つ
に
資
本

に
ょ
っ
て
匁
に
強
制
さ
れ
て
い
Φ
説
状

に
対
し
、
沖
磁
解
放
ぞ
闘
う
主
体
と
し

て
蒲
縄
人
の
団
績
-
沖
繕
解
放
同
盟
を

結
域
し
と
も
に
闘
う
、
と
い
う
冒
の
力

強
い
決
慧
表
明
が
な
さ
れ
た
。

結
集
団
体
の
轟

口の
の
ち
、
公
判
闘

争
を
終
え
κ
釜
谷
菖
か
ら
、
法
廷
闘
争

の
総
活
提
起
が
な
さ
れ
、
上
映
阻
止
闘

魚
時
に
、
差
別
者
災
団
日
本
共
慮
党
と

奈
艮
地
裁
が
緕
託
し
て
な
し
κ
「
仮
処

分
」
攻
撃
の
不
当
性
と
蓮
別
性
を
曇
露

し
糾
弾
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
日
の
闘

卑
を
麹
っ
た
こ
と
か
鰻
告
さ
れ
、
更
に

余
教
組
餓
行
部
●
日
共
系
教
師
が
公
判

闘
争
へ
結
藁
す
Q
尚
校
生
、
敦
師
に
対

し
て
敵
対
し
妨
害
し
て
い
Q
こ
と
を
糾

弾
し
て
い
こ
う
と
訴
え
が
な
さ
れ
た
o

集
会
の
最
後
儀

同
盟
奈
良
県
連
を

代
棄
し
て
山
F
さ
ん
か
ら
、
こ
の
日
の

闘
い
と
「
年
間
の
闘
い
の
、見括
凝
」
が

るf激動の昭和

完結
録

張金文
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巻

均

各

而
↑

幟

区

占泉⑧

な
さ
れ
た
。

そ
の
申
で
「
敏
泌
、
学
蝕
、
地
域
て

個
々
の
問
題
を
脚
い
つ
つ
公
判
闘
争
ぜ

闘
っ
て
き
κ
か
ら
こ
て
今
の
発
展
が
か

ち
と
ら
れ
κ
。
「
構
の
な
い
川
」
を
徹

底
的
に
凶
つ
申
か
ら
屋
別
ぜ
見
抜
く
鋭

い
感
性
を
身
に
つ
け
て
き
た
一
年
間
で

あ
っ
κ
、
全
逓
生
凱
の
M
欝
へ
の
解

厘
、
余
良
市
賊
の
二
名
の
解
雇
に
み
ら

れ
0
よ
う
に
欄
力
は
労
働
蓼
¢
弾
圧
す

る
と
さ
部
濤
差
別
を
刈
用
し
、
さ
ら
に

差
劉
宅
冷
て
の
闘
い
の
弾
圧
の
し
ず
め

石
と
し
て
利
用
し
て
い
O
。
そ
し
て
、

榴
力
の
差
別
、
分
断
攻
撃
の
一
端
を
揖

っ
て
い
る
の
が
日
其
の
分
裂
策
勧
で
あ

る
。
こ
の
分
裂
策
幽
姐
粉
碕
し
、
差
別

と
闘
う
あ
ら
ゆ
る
戦
線
と
共
聞
し
て
い

く
と
い
う
の
が
奈
良
県
連
の
原
則
で
あ

っ
だ
し
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
線
の
闘
い
を

発
展
さ
せ
Q
も
の
と
し
て
の
其
闘
を
積

み
蟹
ね
、
職
場
で
の
輝
放
研
の
結
成
と

そ
れ
を
も
っ
て
の
労
働
還
拗
の
強
化
姐

か
ち
こ
り
つ
つ
、
県
愚
に
お
い
て
も
青

隼
部
、
婦
人
部
の
㎞
い
の
発
展
を
か
ち

と
っ
κ
一
年
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
」
と
い
う
発
β
か
な
さ
れ
、
こ
の
日

の
闘
争
ぜ
紙
え
梶

な
お
、
次
堕
公
判
は
一
月
二
十
h
日

午
綴
一
時
に
仔
も
わ
れ
る
。
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躍
資
本
、

「
私
が
こ
ん
な
目
に
遭
っ
た
の
は
す

べ
て
、
私
の
せ
い
で
、
信
心
が
足
り
な

か
っ
た
か
ろ
で
す
。
一
日
も
早
く
陰
る

よ
う
に
、
毎
日
お
つ
と
め
を
し
て
お
り

ま
す
」
記
者
が
坊
ね
た
ひ
と
り
の
被
讐
膏
は

自
ら
の
苫
し
み
の
救
済
を
祈
り
に
も
と

め
て
い
た
。
自
ら
に
何
ひ
と
つ
と
し
て

理
に
か
な
う
過
誤
も
な
い
災
厄
に
見
卿

わ
れ
た
と
き
、
ひ
と
は
そ
の
理
不
尽
に

突
き
離
さ
れ
て
、
よ
り
超
科
学
的
な
信

側
に
「
納
得
」
を
求
め
て
い
く
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
被
害
者
が
、
い
ま
は

笥
を
も
つ
こ
と
も
か
な
わ
ぬ
惣
を
懸
命

に
合
わ
せ
よ
つ
こ
す
0姿
は
哀
し
す
ぎ

κ
。何

度
確
認
し
て
お
い
て
も
よ
い
こ
と

が
あ
⇔
。
キ
ノ
ホ
ル
ム
薬
禍
は
、
利
害

相
打
つ
二
つ
の
サ
イ
ド
の
魚
い
の
結
果

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
。

ス
モ
ン
患
者
の
大
多
数
は
医
助
の
投

e」に
よ
り
キ
ノ
ホ
ル
ム
を
飲
ん
だ
の
で

あ
り
、
ま
だ
市
販
薬
に
よ
る
患
者
で
あ

っ
て
も
製
薬
会
社
の
効
能
奮
を
慣
じ
て

焦
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
医
廓
や
ク
ス
リ

麗
は
、
ひ
と
び
と
に
と
っ
て
、
決
し
て

敵
対
す
.9者
で
は
な
い
。
身
体
に
舌
痛

の
あ
0
と
き
、
医
者
や
ク
ス
リ
騒
に
む

く
こ
と
は
、
附
の
ふ
る
日
に
カ
サ
序
さ

す
こ
と
と
士
分
違
わ
ぬ
ひ
と
び
と
の
住

活
棟
式
の
一跳
分
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

モ
れ
に
対
す
る
疑
い
を
は
さ
む
こ
と
な

ど
あ
り
え
な
い
領
域
に
属
す
る
の
で
あ

る
。
入
響

異
酌
か
ら
、
二
五
〇
円
の

時
計
や
万
年
箪
を
買
っ
て
歌
さ
れ
る
ζ

と
と
は
、
ま
る
っ
き
り
異
な
る
領
域
に

属
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

前
回
の
報
告
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ス

モ
ン
が
「
弥
ら
れ
た
輝
」
で
あ
り
、
医

蟹
体
制
、
薬
鵬
行
政
の
矛
盾
か
ら
発
生

し
た
医
原
病
、
塾
原
膚
で
あ
る
こ
と
を

知
り
徳
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
か
ら
こ

の
理
由
な
き
惨
禍
を
4
み
出
し
た
も
の

ノ」ひ
と
弓
つ
つ
、
あ
ぽ
い
て
い
」
,
と

四
いう
。
苦
痛
は
終

ら
な

い

キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
の
製
造
。
使
眉
の
一

時
申
止

(昭
和
四
十
五
年
九
月
八
日
)

描
置
に
よ
っ
て
、
ス
モ
ン
の
発
な
は
劇

的
に
蔽
鷺
し
た
が
、
ス
モ
ン
患
者
の
負

わ
さ
れ
た
本
条
理
な
苫
痛
は
決
し
て
終

わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
も
っ
て
、

決
定
的
な
沿
蟹
力
法
は
見
出
さ
れ
ぬ
ま

ま
、
被
害
者
は
誇
痛
と
の
闘
い
を
、
な

に
ゅ
え
に
闘
わ
ね
は
な
り
な
い
の
か
永

久
に
納
得
す
る
こ
と
の
な
い
で
あ
り
う

闘
い
を
統
け
て
い
る
。
関
西
医
大
公
衆

衛
生
学
教
宰
が
行
つ
た
大
阪
府
下
の
ス

石
ノ
綴
者
三
四
三
人
の
生
活
突
態
調
査

に
よ
れ
は
ー
ー

ス
モ
ン
の
主
症
状
で
あ
る
「
し
び

れ
感
」
は
ほ
ぼ
全
員
が
誹
え
、
男
の

五
四
%
が
「腰
以
上
ま
で
」
女
の
六

〇
%
が
「も
も
以
上
ま
で
」
し
び
れ

が
あ
る
と
し
、
全
部
で
四
Q
%
の
愚

者
が
「寝
た
き
り
」
「身
の
回
り
の

こ
と
し
か
で
き
な
い
」
と
答
え
て
い

9
。
久
闘
、
視
力
の
低
不
は
五
二

%
。りく一・兆 円 商 品 の か ら

=ク ス リ・サ イクル=・

保険制度とゆ着

ス
モ
ン
の
鞘
冨
で
久
契
し
た
人
は

七
〇
%
、
一
三
%
が
余
儀
な
く
転
職

し
ζ
い
る
。

患
者
、
妖
放
の
他
み
で
一
所
大
き

な
も
の
は
「
い
つ
治
る
か
わ
か
り
な

い
h
(
六
」
%
)
σ
、
「
冒
分
が
ス

ノ
⊂
ω
の
C
と
を
他
人
に

べ
な

い
」
r

七
%
)
と
「熊
理
解
」

「偏
見
」
な
ど
を
恐
れ
て
い
勺
紬

果
が
出
た
。
「
芽
き
て
い
た
く
な

い
」
と
誹
え
0
人
も
上
五
八
(
一
六

%
)
い
た
。
(神
戸
新
聞
/
娼
・
9

・
∠
号
)

署

目
勢
、
何
人
か
の
被
害
名
に

 会
う
機
会
を
も
♪
た
か
、
そ
の
謹
も

が
最
初
に
藷
し
た
の
は
、
ス
モ
ン
と

(
曲鑑
蔀
)

い
つ
作
ら
れ
た
柄
の
苦
婿
に
つ
い
て

で
あ
る
。
確
か
に
、
苦
痛
な
ど
と
い

う
爵
葉
、
と
く
に
肉
体
的
苦
痛
な
ど

と
い
う
言
葉
を
安
直
に
伝
達
し
て
は

い
け
な
い
の
だ
、
と
気
づ
か
さ
れ
た

「
ス
モ
ン
患
者
の
壽
痛
の
甚
し
さ
は

」
な
ど
と
い
っ
て
も
、
自
分
に
は
そ

れ
を
は
か
る
尺
艮
と
な
る
苦
痛
を
も
た

な
い
の
だ
か
ら
。

し
び
れ
。
そ
れ
は
感
覚
が
マ
ヒ
し
て

い
る
と
い
う
「
感
覚
」
だ
。
あ
る
被
害

者
は
、
足
の
裏
に
"お
し
ピ
ン
"
が
創

さ
っ
て
血
が
出
て
い
て
も
気
が
つ
き
ま

せ
ん
、
と
謡
っ
た
。

そ
し
て
、
痛
み
。
一年
申
、
足
に
釘

を
打
た
れ
て
い
る
よ
う
だ
、
と
い
う
。

こ
の
し
び
れ
と
痛
み
に
、
被
害
君
は
四

六
時
中
つ
き
ま
と
わ
れ
て
い
る
。
排
隈

感
か
留
無
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
不

快
さ
が
そ
れ
に
加
わ
る
。

全
窃
マ
ヒ
、
下
半
身
マ
ヒ
、
失
朋
と

い
つ
盆
症
者
か
ら
、
比
較
的
耗
症
の
杖

を
も
て
ば
歩
け
る
と
い
う
八
々
ま
で
、

今
な
お
二
万
に
及
ぶ
人
々
が
ス
モ
ン
か

ら
の
解
放
を
ま
つ
て
い
る
。

ス
モ
ン
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
し

か
し
物
黄
と
し
て
の
キ
ノ
ホ
ル
ム
で
は

な
い
。
こ
の
毒
物
を
、
ア
メ
ー
バ
赤
剃

に
も
価
く
か
り
、
卜
痢
に
も
効
く
か
つ

と
、
ク
ス
リ
に
仕
M
て
上
げ
、
非
鷺
に

利
か
以
い
こ
と
だ
け
を
理
由
に
売
り
ま

く
り
、
便
い
ま
く
っ
だ
製
薬
資
本
と
医

師
、
魅
院
で
あ
⑳
。
推
計
一
千
人
の
人

な
の
命
を
琢
い
、
二
万
人
の
人
々
の
肉

体
の
目
田
を
執
っ
た
の
も
ま
た
人
開
で

あ
る
。
薬
5
む
放
、
健
促
鵠
腱
卑
通
し

て
、
こ
の
営
利
秘
入
行
為
序
一合
払
化
し

て
い
ゐ
政
府
・
屏
免
省
の
役
入
ど
も
も

ま
に
叢
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

医
撰
と
ク
入
リ
。
こ
れ
を
と
り
ま
く

悲
惨
で
腹
立
た
し
い
話
題
の
何
こ
,い

こ
と
か
。
た
が
つ
ん
ざ
り
し
て
い
ゐ
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。
人
π
の
健
康

瀞
収
愈
す
る
ノ
ス
ァ
ム
の
も
っ
孝
肩
で

あ
り
、
想
に
述
い
な
い
の
だ
が
、
人
々

は
ま
た
目
μ
、
医
帥
と
ク
ス
リ
の
胃
譜

に
な
ろ
ボ
に
は
牛
き
⊂
ゆ
け
な
い
の

だ
。
医
蟹
布
入
民
の
手
に
ノ

こ
の
娘

大
限
綱
頷
は
、
底
の
低
ま
で
正
し
い
e

あ
つ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
に
徹
底

的
に
打
ら
砕
か
ね
ば
な
ら
ぬ
壁
か
、
磯

竃
に
も
待
っ
て
い
る
。

ク
ス
リ
無

限
級
数

い
ま
日
本
に
は
、
モ
ノ
不
足
と
は
い

え
.
何
干
何
力
も
の
蘭
畠
が
氾
濫
し
し

い
の
。
し
か
し
、
有
卿
額
が
一
46
円
を

越
す
聞
品
と
な
る
こ
、
て
ん
な
に
多
く

は
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
の
医
薬
品
生

哲
額
は
、
ク
ス
リ
告
発
に
よ
っ
て
、
こ

の
二
、
三
年
贋
ぽ
い
を
続
け
て
い
る
と

は
い
え
、
四
十
七
年
の
生
唾
額
約
一
26

円
な
の
で
あ
る
。
他
の
商
品
と
異
な
り

口
本
の
医
興
品
は
翰
出
に
耐
え
る
よ
う

な
画
級
品
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
国
内
消
費
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本

の
総
医
療
費
は
、
四
十
八
年
に
は
四
兆

円
ψ籍

え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
つ
ち

藁
剤
の
占
め
る
割
合
は
、
約
も
分
。
ち

な
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
紀
一割
。

信
し
難
い
こ
と
だ
か
、
国
民
「人
あ

た
り
実
に
年
間
二
万
円
の
ク
ス
リ
を
の

ん
で
い
る
勘
定
に
な
る
。
し
か
も
、
そ

の
多
く
が
、
無
効
か
つ
有
宵
で
、
人
々

の
健
康
を
警
う
機
能
し
か
持
っ
て
胆
な

い
の
で
あ
る
。

簡
賜
に
い
え
は
、
ク
ス
り
犀
の
お
ロ

も
う
け
の
手
口
は
こ
う
だ
。
あ
.④薬
A

場
人
々
に
の
ま
せ
⇔
↓
副
作
屠
X
か
お

こ
Q
↓
X
を
掴
え
0
ク
ス
り
B
↓
B
の

嗣
作
胴
Y
↓
Y
を
抑
え
る
ク
ス
リ
C

こ
の
無
限
級
数
が
紀
く
限
り
、
製
薬

資
躯
は
、
永
久
に
利
潤
を
得
萄
こ
と
か

で
き
⇔
。
人
々
が
健
康
で
あ
っ
て
は
、

商
売
に
な
り
な
い
の
だ
。
無
理
に
で
も

健
康
を
侵
し
、
ク
ス
リ
。
サ
イ
ク
ル
に

加
わ
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

躍
を
戻
そ
う
。
仔
間
二
万
円
も
ク
ス

リ
を
の
ん
で
い
る
と
自
分
で
納
傅
の
勧

く
人
は
、
よ
ほ
ど
の
颪
術
人
σ
あ
っ
つ

町
の
薬
局
で
頁
つ
品
物
な
ど
た
か
が
知

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ド
リ
ン
ク
剤

避
妊
叫
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ト
イ
レ
ノ
ト
・

ペ
ー
パ
ー
は
医
恥
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
念
の
た
め
。
こ
の
二
兆
円
商
晶

が
、
く
の
向
品
哲
を
国
民
ひ
と
り
ひ
と

民
全
・
〆

う
の
は
、
健
頃
保
険
て
あ

り
、
む
.8ぴ
と
り
ひ
と
り
の
賜
衛
か
ら

合
争
呂
勾
ζ
い
う
£
底
粥
あ
る
。
そ
れ

ど
こ

り
加
、
面
い
ク
ス
リ
ぶ
「
も
り

う
」
こ
何
と
な
く
得
オ
し
た
よ
う
な
気

に
な
っ
く
、
医
者
に
.蝋
を
不
げ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
⊂
ど
を
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
禍
を

は
し
め
と
α
る
ル
ポ
で
知
ら
れ
る
平
沢

d
入
氏
は
次
の
よ
づ
に
指
摘
し
て
い
る

「西
も
な
が
ら
、
私
た
ち
ぱ
、
薬
が

蘭
昌
で
あ
Q
こ
と
を
知
ら
な
い
。
と
く

に
医
爵
に
投
与
さ
れ
る
物
含
、
『
薬
を

も
つ
己

と
い
う
が
、
「薬
を
買
う
」

と
は
い
わ
な
い
。
医
療
保
険
制
度
の
も

と
で
、
艇
の
投
字
に
現
金
支
出
を
と
も

な
う
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
か
う
で
あ

④
。
健
保
ム
人
の
場
台
な
ど
は
と
り
わ

け
、
伊
険
証
を
み
せ
る
だ
け
で
、
藁
を

大
敬
に
も
り
う
こ
と
が
で
3
⇔
」

(朝

日
市
民
教
事
-
日
本
の
医
療
5
「
九
廃

」ηう
く
る
構
造
」
よ
り
)

い
う
よ
こ
も
な
い
こ
と
は
、
国
垣
ひ

と
り
ひ
と
り
は
櫨
め
て
田い
保
険
料
を

給
料
か
ら
前
払
い
し
て
い
る
の
だ
か
ら

製
薬
簸
本
の
商
売
ほ
ど
累
敵
な
も
の
は

あ
る
ま
い
。
人
々
の
健
康
の
維
持
な
ど

一向
に
気
に
し
な
く
て
も
よ
い
、
典
に

効
く
ク
ス
リ
な
ど
作
ら
な
い
方
が
よ

い
。
問
題
は
、
監
蕾
冨
庁
厚
生
省
の
新

薬
の
製
造
、
販
売
許
司
を
よ
り
堪
く
、

よ
り
い
い
加
減
に
出
さ
せ
Φ
こ
と
と
、

医
者
に
一蹴
で
も
一
蘭
で
も
彰
く
、
そ

の
ク
ス
リ
を
つ
か
う
11
患
者
に
投
与
し

て
も
ら
う
こ
と
だ
け
な
の
た
。

饗
贔
資
ム
の
優
劣
は
し
た
か
3
、

技
術
や
艮
心
で
は
な
く
、
販
m
力
11
資

本
刀
と
改
治
〃
に
よ
っ
⊂

レせ
う
れ

る
。
待
異
な
技
術
力
を
も
つ
℃
醜
沖
、会

ヒ
ぱ
p41
る
に
し
ぐ
も
、
で
れ
ぱ
す
で
」

大
費
ム
に
糸
列
化
さ
れ
て
、
寵ぐ
の
目
い

な
ど
ど
こ
に
も
生
か
し
よ
⊃
か
な
い
"

う
に
な
っ
て
い
る
。

悪
魔
の
複
合
体

製
薬
資
本
三
申
核
と
す
る
、
医
ザ目

(
鈎
屍
)
1
国
(
わ
よ
び
地
方
目
治
体

の
墾
務
行
政
)
i
学
界
が
、
人
民
の
健

康
を
徹
氏
的
に
良
い
九
ら
姦

合
体
を

つ
く
つ
ζ
い
.9
。

サ
リ
ト
マ
イ
ド
、
「
ノ
ホ
ル
ム
、
コ

ラ
ル
シ
ル
、
ア
ン
ジ
ニ
ン

こ
の
致

年
来
、
日
本
を
避
憾
せ
し
め
に
嬰
禍
の

全
て
は
、
こ
の
悪
膨
的
な
複
合
体
の
仕

業
で
あ
つ
た
。

キ
ノ
ド
ル
ム
翼
禍
は
、
現
在
、
国
と

い
く
つ
か
の
製
藁
資
本
を
被
告
と
♂
0

昆
事
醤
訟
か
、
干
人
以
ヒ
の
被
蟹
者
が

原
告
と
な
り
、
全
国
十
バ
カ
所
で
提
起

さ
れ
て
い
O
。
(あ
訣
に
い
た
9
全
国

ス
モ
ン
の
会
の
分
裂
な
ど
は
、
次
回
以

降
で
報
'
口す
.ご

ス
モ
ン
訴
《
は
、
こ

の
悪
魔
の
復
合
体
を
打
ち
酔
く
た
め
の

一
つ
の
手
段
で
あ
Φ
が
、
鳳
缶
側
の
工

張
を
ま
ず
紹
介
し
て
わ
こ
う
。

大
阪
ス
セ
ン
誹
訟
の
跡
状
か
ら
、
肢

告
の
「賦
任
」
¢
赴
及
す
る
部
分
な
、

以
下
令
文
引
用
す
る
。

一
、
臥
躯
面
は
人
の
森
灼
を
予
防
し

あ
る
い
ぱ
で
の
健
康
を
継
持
噌
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
広
く
使
用
さ

れ
、
疾
患
の
治
療
に
あ
た
り
使
用
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
⊂
医
繋
品
は
副
作
用
を
伴
う
の

が
通
例
で
あ
っ
て
、
人
の
生
昂
健
康

に
雨
し
c
h
去
も
貿
イ
隻
q
危
》

飾
が
の
る
。

・

㌧

β

2
て
、
与,に
ru
反
の
し
ペ
バ

獄わ
れ
も
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

被
告
会
社
ら
は
、
後
記
の
と
わ
り
ム

件
各
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
の
輸
入
、
製
造

販
宛
を
な
し
又
被
乞
国
は
そ
の
翰
入

承
認
製
溢
汗
吋
又
は
承
認
を
な
し
t

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
キ

ノ
ホ
ル
ム
に
闘
し
て
は
、
ヒ
ト
に
つ

き
冑
鳩
障
害
等
を
引
き
起
す
副
作
昭

が
あ
.0
こ
と
、
ヒ
ト
及
び
動
物
に

吸
収
郁
わ
こ
.0
こ
と
、
切
物
実
験
の

結
果
肝
陣
害
等
が
発
生
し
た
⊂
`
な

ど
が
報
各
さ
れ
て
い
た
。

し
た
か
っ
て
被
僅
会
杖
ら
が
本
件
各

キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
の
轍
人
、
製
n
、
販

売
を
開
始
し
又
被
告
国
が
そ
の
輸
入

夙
認
、
遷
造
許
可
又
は
承
認
を
な
し

プ
暇
に
は
、
キ
ノ
ふ
ル
ム
の
服
用
に

よ
り
人
体
に
被
苔
か
発
4
す
る
こ
と

を
各
易
に
多
見
し
得
だ
と
、、つ
へ
き

て
あ
る
、

ゴ
、
と
こ
ろ
で
医
粟
品
の
敦
全
但
に

つ
い
て
は
、
蔚
記
の
と
お
り
そ
の
特

性
に
鑑
み
嵩
に
へ
艮
の
仕
ぴ
が
広
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら

(
じ

被
告
会
付
ら
と
し
て
は
医
繋

品
の
輸
入
、
笈
造
、
販
売
を
囲
姶
ず

る
に
瞭
し
て
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に

お
い
て
も
、
該
医
集
品
に
つ
ご
囚
内

外
の
文
奪

を
調
畳
、」検
訂
す
0
の

は
勿
論
、
各
腫
毒
性
試
験
、
更
理
試

験
等
の
動
物
実
鹸
及
び
臨
床
試
験
忌

実
施
ダ
0
等
そ
の
安
全
性
に
つ
い
」

十
分
な
調
血
、
研
究
を
な
し
、
当
該

医
黙
涌
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
得
な

乱
用
連
用
を
促
し
た
も
の

い
均
合
.い、
輸
人
、
鮮
砥、
戚
加
キ

な
さ
な
い
しG
♪
鴇
し
、
も
,
㌦人
俸

巴
対
つ
る
穫
-.ロの
"
'し

宏
夕
に
砿

比
ず
へ
き
此
意
嚇
坊
加
あ
9
。

し
か
る
に
被
↑口会
」
ら
は
へ
q
各
キ

ノ
ノ
ル
ム
剤
の
輸
入
、
蟄
並
、
敗
売

を
開
始
す
る
に
当
り
、
い
ず
れ
も
則

記
の
調
査
、
研
究
を
行
わ
ず
、
昌く然

こ
れ
が
人
体
に
対
事
る
危
瞼
性
は
な

い
も
の
と
軽
信
し
、
て
の
優
全
怪
そ

確
認
し
な
い
ま
ま
、
て
の
満
入
、
製

造
を
な
し
、
そ
の
瞬
敗
几
を
劇
始
し

た
過
失
が
あ
萄
。

(二
)
又
被
名
会
比
り
は
、
医
薬
品

の
輸
入
、
製
造
、
敗
児
を
開
始
し
κ

後
も
当
該
医
薬
品
の
服
用
満
果
を
調

査
し
、
国
内
外
の
べ
献
等
を
淵
自
検

訂
す
る
の
は
勿
論
、
勧
物
実
験
を
実

旛
す
る
等
そ
の
残
全
瞥
に
つ
い
ζ
十

分
な
凋
査
、
研
究
を
行
い
、
て
の
結

果
い
さ
さ
か
で
も
人
体
に
危
険
を
及

す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
隙
ち
に

医
師
及
び
公
衆
に
酪
謂目
を
発
し
、
当

序
医
薬
品
の
輸
入
、
製
底
敗
売
を
伽

止
し
、
販
蛇
さ
れ
た
臥
繋
品
を
回
収

劣
乙
等
の
措
躍
を
と
り
、
も
つ
て
人

体
に
対
す
Q
被
害
の
発
牛
岸
禾
然
に

防
止
す
へ
き
此
賑
鎚
穂
が
あ
る
。

し
か
る
に
被
告
会
社
っ
は
本
件
各
キ

ノ
ホ
ル
ム
剤
の
輸
入
、
製
盛
、
敬
弛

を
開
始
し
た
彼
、
い
ず
孔
も
前
謁
の

認
食
、
研
究
を
な
ご
ポ
、
慢
然
こ
れ

が
人
依
に
対
す
る
危
険
性
は
な
い
も

の
と
軽
信
し
、
何
ら
の
些
直
も
と
ら

な
い
ま
ま
昭
和
四
一ム
年
九
月
八
日
ま

で
輪
入
、
製
溢
、
仮
・牝
亡
て
れ
て
れ

羅

し
た
過
欠
か
の
ω
。

」、
次
に
被
者
国
は
公
衆
衛
生
の
回

」
及
ひ
増
進
を
図
る
た
め
厚
4
入
臣

を
し
て
襲
事
む
政
を
担
当
せ
し
め
」

い
⇔
の
て
あ
り
か
ら

(
一
)
厚
牛
大
臣
と
し
ζ
は
旧
巡
∬

払
(昭
和
二
三
年
法
律
鎗
一
九
七

邦
)
ニ
ハ条
三
項
に
萩
く
公
定
瀞
"

医
耀
品
の
製
薩
許
酊
、
薬
郵
法
一
四

条
を
幣
用
す
る
同
法
二
三
条
に
基
く

日
本
薬
局
方
医
薬
品
の
輸
入
承
認
'

泓
一
四
条
に
蒐
く
製
中厚
承
偲
を
な
よ

に
際
し
て
は
、
許
呵
又
は
承
認
申

首
を
し
て
当
該
医
更
品
に
つ
き
国
ノ、

外
の
文
献
等
を
調
査
、
検
訂
せ
し
竹

り
の
は
勿
論
、
各
腫
心
唇
試
験
、
摺

理
試
験
等
の
飼
物
実
験
、
及
び
臨
民

試
験
を
実
施
さ
せ
る
等
そ
の
ぞ
冷
研

に
つ
い
て
十
分
な
凋
査
、
研
究
を
慧

さ
し
め
、
か
つ
目
b
も
佃
と
同
様
う

副
作
用
は
承
知
の
上
だ
つ
た

調
食
、
研
究
を
魑
げ
た
う
元
許
呵
又

は
承
講
申
請
を
笛
査
し
、
申
謂
に
か

か
る
底
薬
品
の
婆
令
値
か
確
認
さ
れ

得
な
い
場
合
は
評
呵
又
は
承
認
を
な

.」な
い
よ
う
に
し
、
も
っ
て
人
体
に

刈
す
.0
被
害
の
発
生
一集

撚
に
防
陛

チ
ベ
き
在
意
鎚
務
が
あ
Φ
。
し
か
9

に
厚
タ
大
臣
は
、
被
告
会
乱
ら
よ
り

本
件
各
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
に
つ
き
輸
ス

戚
認
申
謂
、
製
造
許
呵
又
は
承
認
串

融
が
な
さ
れ
た
際
こ
れ
を
審
査
す
勺

に
コ
り
、
被
偽
会
柱
ら
を
し
て
朗
丁
旧

の
調
査
、
研
究
を
な
ご
し
め
ず
ズ
r

っ
何
ら
の
調
蛮
、
研
究
を
な
ご
な
い

」
慢
然
こ
れ
が
人
体
へ
の
危
険
性
が

な
い
も
の
と
軽
信
し
、
ご
の
反
全
バ

ノ
礁
署
し
な
い
ま
よ
、
輸
入
賀
り・、

渥
造
扇
呵
又
は
承
銀

な
し
た
赴
町
、

か
あ
.勾
。

(二
)
又
厚
4
大
レ
と
し
て
は
、
臥

某
製
晶
か
敗
亮
さ
れ
た
後
も
そ
の
服

用
粘
果
、
及
び
こ
れ
に
関
ヴ
る
国
内

外
の
又
鳳
等
を
凋
査
、
検
君
す
る
の

は
勿
論
、
動
物
実
験
を
実
施
す
旬
宅

ζ
の
久
全
哲
に
つ
い
て
十
分
な
調
査

研
刃
を
宥
な
い
、
七
の
結
果
い
さ
さ

か
て
も
人
体
に
灯
ず
る
危
険
を
及
す

わ
そ
れ
が
あ
.0
と
き
は
、
恒
ち
に
、

h
該
底
薬
品
の
餉
入
、
製
盗
、
販
亮

を
停
止
さ
せ
、
販
売
さ
れ
た
医
藁
目旧

ゼ
回
収
こ
せ
0き
の
借
澱
ツ
一と
り
、

㍉
っ
て
人
体
に
ぬ
す
勺
被
聖
、の
晃
qL

',人
鞭
に
助
H
す
へ
こ
ぬ
窟
嘱
務
か

の
蒐
し
か
り
に
厚
弓
大
凶
は
本
件
各
キ
ノ

ホ
ル
ム
剤
の
輸
入
承
認
、
製
孟
諄
可

又
は
承
認
を
な
し
た
後
、
こ
れ
ら
の

輸
入
、
屋
血
販
尭
か
行
な
わ
れ
て
い

.Q
の
に
削
記
圃
宜
、
研
究
等
を
な
こ

な
い
で
慢
然
こ
れ
が
人
体
に
対
す
O

危
険
想
は
な
い
も
の
と
軽
信
し
、
何

ら
の
搭
置
も
と
り
な
い
ま
ま
昭
和
四

h
年
九
月
八
日
ま
で
被
各
会
社
ら
の

輸
入
、
製
造
販
兜
を
そ
れ
ぞ
れ
放
臆

し
た
過
失
が
あ
る
。

居

な
お
る
製
薬

資
本

で
は
、
被
告
と
く
に
製
薬
資
本
は
℃

い
か
な
る
姿
勢
で
こ
の
藁
禍
を
と
ら
九

て
い
る
の
か
。

種
々
の
公
害
訴
訟
か
ワ勺
つ
e
あ
つ
た

よ
う
に
、
純
粋
に
裁
判
上
の
肇
照
は
、

い
わ
ゆ
0
「
凶
果
環

」
す
な
わ
ち
ス

モ
ン
の
原
因
が
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
に
よ
り

も
の
か
否
か
、
「貞
任
」
す
な
わ
ち
キ

ノ
ホ
ル
ム
か
鼠
閃
で
あ
る
と
し
て
、
被

告
が
負
う
へ
き
賞
任
は
あ
る
か
、
と
い

,2
「
屈
で
あ
る
。

咋
年
五
月
二
十
八
日
、
大
阪
地
栽
の

穴
阪
ス
モ
ン
訪
訟
第
三
回
口
顕
弁
論
に

お
い
て
、
製
薬
資
本
は
「困
果
関
係
」

「貞
任
」
と
も
に
「
争
っ
」
と
友
明
し

た
。
わ
れ
わ
れ
の
「
般
認
識
か
ら
い
え

ぱ
、
因
果
関
係
は
、
ス
モ
ン
調
査
研
究

協
爵
会
の
報
告
で
十
分
だ
し
、
し
た
が

っ
て
、
製
薬
資
本
ぱ
全
面
的
に
電
任
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
裁

問
の
場
で
製
薬
資
本
は
叙
面
皮
に
も
、

鼓
葉
来
節
の
糾
学
論
争
を
も
ち
こ
ん
で

q
果
関
保
の
論
証
に
潟
乱
を
起
こ
す
ζ

と
だ
け
を
狙
っ
て
い
る
。

武
田
薬
品
工
業
は
、
①
わ
が
国
だ
け

に
ス
モ
ン
患
者
が
発
生
し
た
の
は
何
改

か
②
曜
和
三
十
些
頃
に
な
っ
て
突
然
発

生
し
た
の
は
何
叡
か
、
な
ど
「
閃
果
開

係
」
に
関
す
る
二
尽
の
疑
門
を
誕
出
、

「
キ
ノ
ホ
ル
ム
が
ゑ
因
で
あ
る
」
と
結

ん
だ
ス
モ
ン
調
査
研
究
協
議
食
の
デ
ー

タ
を
逆
に
証
拠
と
ダ
る
有
様
で
あ
る
。

9

よ
κ
目
本
チ
バ
カ
イ

ー
に
、
っ
て
は

「
ス
モ
ン
の
原
因
は
キ
ノ
ホ
ル
ム
⊂
は

な
い
。
原
閃
を
い
よ
調
葭
中
⊂
あ
こ

と
ま
で
仏
ロし
て
は
ぱ
か
Qと
⊂
,
か

スモン患者の年次別、月別発生数(確 実十容疑)

A:キ ノホルム説が出屍

B:椿 博士のキノホルム

説新聞で穏道

C:キ ノホルム販売中止

 

《

B
/

/
な
い
。
「
貢
κ

二

辱
り
」

る

賊
ム
ぽ

ど
ら
に
吟
、

、
τ
「ノ

ル

剤

は
八
嚢
に
わ
た
り

+
目門
旧
」
k
曳
ド

い
ら
れ
、
劣
く
の
人
し
"
昏
を
与
元
㌦

き
た
輝
か
し
い
F
㌦
そ
O
っ
臥
裂
μ叩
㌔

あ
り
」

「有
樹
、
ヲく
亭
磐
苓
右
頼
し
て

販
亮
岸
新
け
た

ー
に
冠
久
は
な
い
」
ζ

反
論
す
る
の
て

ω
旬
。

こ
の
製
も
存

へ
の

い
今
は

「
キ
ノ

ホ
ル
ム
剤
ぱ
ー
、董
こ
わ
兀
り
、
世
界
朗

で
嚢
利
ぷ
尊
い
、

く
の
喪
憂
会
計
に

恩
慰
を
与
プ
て

可
こ
輝
か
し
い
楚
鞭
亨

も
つ
医
薬
O
あ
り
」
「
自
効
、
安
全
偉

な
ど
問
題
に
な
る
な
い
く
ら
い
経
済
帆

を
信
頼
し
て
、
λ

牝
セ
咄
け
た
の
は
露

利
企
業
と
し
て

Fり
O
ぽ
な
い
」
と
高

み
換
え
る
⊂
と
争
こ
ご
θ
。

キ
ノ
ホ
ル
ノ、刑
の
ぱ
品
4
副
r
岨
は

は
だ
し
て
㍉
㌧
r
`
な
い
も
の
た
っ
た

の
か
。

そ
も
そ
も
、
ヤ
ノ
渉
ル
ム
か
日
仁
に

上
随
し
て
h
も
な
、
人
d
↓
二
年
の
文

献
に
「
キ
ノ

レ
ム
は
ノ
メ
ー
バ
ヶ
刷

な
ど
の
治
療
に
用
い
、
十
日
遮
用
し
だ

ら
八
日
休
襲
」
ζ
㌣

仏
、、旨れ
⊂
い
る
の

を
は
じ
め
、
昭
和
二
卜
年
に
は
、
内
服

薬
へ
の
塗

n鼻
い
κ
・
イ
じ
ノ
ト
臼
身

か
、
連
用
の
危
声
性
を
門イ柄
す

勺
ご
と

も
に
、
便
用
で
へ
,
h
状
ノ
〆
メ
ー
ハ

低
の
下
溺
に
N

T
ヘ

一ζ
あ
↓
と
述

べ
て
い
0
。
宝

い目

、⊂
の
砲
再
が
婚

ま

⇔
ま
で
ω
,

」
、
イ

リ
ス
と
プ
メ

リ
カ
で
は
、

・
ノ
お
ル
へ
剤
の
副
摂
周

に
在
意
を
喚

r
9
べ
甑
が
出
て
い
勺

日
本
の
裂
岸
責
㌧
ζ

「巨
界
中
で
使

わ
れ
て
い

ρ
ー
ノ

ール
ム
荊
て
、
日
へ

だ
け
に
ス
七
ノ
か

`
r
る
の
は
お
か

し
い
」
な
ど
と
い
っ

、い

りか
、
彼
り

は
、
諾
外
国
の
γタ
ーや
ノ
ー
タ
の
月
青

研
殆
を
せ

り、
い
ρ
d
っ
ぐ
い
た
の
に

養
表
せ
ず
、
14
C
吊
の
艇
隈
矩
孤
大
、

使
肘
域
の
増
月
に
誉
め
κ
の
て
あ
る
。

キ
ノ
ポ
ル
へ
に
㌔
ー
ー
雌留
試
験
力
や

,
κ
と
い
つ
r
馳
kも
な
い
。

一口
0
・

六
μノ
(而
田

r(
「
の
日
駈
葺
局
司刀
第

六
改
正
)
だ
っ
」
百
旧
駅
は
、
い
つ
の

ま
に
か
↓
〕
牧

.に

一
く亡
れ
、
ギ
ロ

グ
ラ
ム
単
'
っ
・
ノ

ル
ム
剤
を
娠
内

に
投
与
こ
れ

'
ぺ

】
ノ
迅
,か
い

勾
の

で
あ
る
。

講
外
囮
こ
ス

ノ
」な
、
」と
々
」

此
と
し
ご

ぜ.

σ
に

・、
お
衷
り
に
も

捜
与
状
浬
」
ワ
な

つ
二
い
わ
ね
ば
な
O

ま
い
。

(つ
づ
く
・
乏
田
)

匝

巨
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■出発 昭和49年1月2日 ・6月22日 ・8月30日

●15週 間 英語集 中講 座¥749 ,000

■ 出発 昭和49年1月2日 ・4月30日 ・8月30日

一
ノノ11/4ノ レー..:フノ

バ ークレー英 語 留学

●12週 間英 語集 中講座¥509,000

●24週 間英 語集 中講座¥764,000

●国際ビジネスマン養成英語研修講座¥550,000

■ 出発 昭 和49年1月13日 ・4月7日 ・6月30日

 

学大イワノ、
●4週 間英 会 話集 中 コー ス¥198,000

●12週 間英 語 集 中コ ース¥419,000

■ 出発48年12月16日 ・昭 和49年1月13日

2月10日 ・3月10日 ・4月7日
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カリフォルニア大学
●4週 間英語集中コース¥269,000

■ 出発 昭和48年12月16日 ・昭和49年1月13日

2月10日 ・3月10日 ・4月7日
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¥5,000プラ チ ナ ・シー プの18金 ぺ羊 の 皮 を生 か
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